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審査論文の題目： Smooth muscle immaturity in the carotid arterial neointima as a prognostic 
marker for systemic atherogenic cardiovascular events in the Asian male 
（内頚動脈内膜における平滑筋未熟性はアジア人男性の全身性粥状硬化性心血管イベントの予
後予測因子となる） 
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論文要旨： 
新生内膜平滑筋細胞の未熟性が急性冠症候群の発症と関連することが、剖検例の冠動脈の病
理組織的検討から報告されている。そこで、申請者らは虚血性脳卒中の予防を目的に内頸動脈
剥離術が行われた男性 33例の内頸動脈剥離検体を用いて、線維性被膜と脂質コアの厚さの比と
虚血性脳卒中症候既往の有無、新生内膜平滑筋細胞の未熟性とその後の心血管疾患発症の関連
について検討した。線維性被膜の厚さと脂質コアの厚さの比は、虚血性脳卒中の既往のある患
者で有意に低かった(P<0.05)。新生内膜平滑筋細胞の未熟性の指標である摘出検体のα-smooth 
muscle actin(SMA)と h-caldesmon(hCD)の陽性細胞数の比（hCD/SMA陽性細胞数比）が低いほど
その後の心血管イベントが有意に高いことが示された。また、平滑筋細胞の未熟性は粥腫のど
の部位（内腔側、中膜側、対側）でも同様であった。以上から頸動脈の粥腫の形態、とくに平
滑筋細胞の未熟性が粥腫の不安定性と関連し、その後の全身性動脈硬化性心臓血管イベント発
症をもたらす可能性が示唆された。 
審査過程： 
１． ヘルシンキ宣言に基づいたヒト対象の研究であり、倫理上の疑義はない。 
２． 研究の背景、目的、方法結果、結論について明快な説明がなされた。 
３． 平滑筋細胞の未熟性の病態について適切な説明がなされた 
４． 病理標本検索部位、経過観察中の内科的介入の有無、イベントの設定に関する質問について適切に
回答された。 
５． 本研究の限界、今後の臨床への応用、展開についての質問について妥当な回答がえられた。 
価値判定： 
内頚動脈粥腫の病理組織の違いが全身性動脈硬化性心血管イベントの発症と関連し、その機序
として粥腫の平滑筋細胞の未熟性が粥腫の不安定性を介して影響する可能性を示した意義は大
きく、学位論文としての価値を認める。 
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